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『
国
際
化
に
生
き
る
、
情
報
化
を
活
か

を
機
に
我
が
新
潟
国
際
情
報
大
学
は
学

生
の
学
習
意
欲
を
さ
ら
に
高
め
る
と
と
も

に
、
本
学
が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
強
化

す
る
た
め
に
次
の
記
念
事
業
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

一、一
一
、

新
潟
市
の
市
街
地
に
「
新
潟
中
央
キ

ャ
ン
パ
ス
」
を
開
校
。
四
年
次
生
の
教

育
の
一
部
と
就
職
活
動
や
同
窓
会
活

動
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
生
涯
学
習
や

公
開
講
座
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
ま
す
。

情
報
七
ン
タ
ー
棟
の
増
築
。
1
階
は

新
た
に
7
5
，
O
O
O
冊
の
蔵
書
が
可

能
に
在
り
ま
し
た
。
図
書
館
機
能
に
加

　
－
ス
を
よ
り
充
実
さ
せ
ま
し
た
。
2
階

　
は
「
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
新
設
し
、

　
海
外
の
提
携
大
学
と
の
交
流
促
進
を

　
図
り
ま
す
。
（
詳
し
く
は
2
面
〕

一
一
一
、
学
内
の
情
報
環
境
の
整
備
を
さ
ら
に

　
薦
め
、
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
や
高

　
性
能
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
環
境
を

　
取
り
入
れ
た
、
国
際
化
、
情
報
化
に
対

　
応
し
た
先
端
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
在
目
指

　
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
本
校
と
新
潟

　
中
央
キ
十
ン
パ
ス
と
の
遠
隔
授
業
や
テ

　
レ
ビ
会
議
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
学
習
環
境
の
充
実
を
図
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
設
立
時
よ
り
標
棲
し
て

き
た
本
学
の
特
色
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
益
々
進
む
国
際
化
、
情
報
化
の
時
代
に
、

新
潟
県
の
未
来
を
担
う
有
為
な
人
材
の

育
成
に
大
き
く
貢
献
出
来
る
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

「＝■．
一

甑
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開
学
1
0
周
年
を
迎
え
て

7　
本
学
は
創
立
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
十
余
年
前
、
新

潟
市
に
は
高
等
教
育
機
関
、
特
に
私
立
の
四
年
制
大
学
が

極
め
て
少
な
く
、
新
潟
市
、
新
潟
県
、
地
一
兀
経
済
界
が
一
体
と

な
っ
て
、
「
大
学
を
作
ろ
う
」
と
い
う
構
想
の
実
現
に
向
け

て
動
き
出
し
ま
し
た
。
□
シ
ア
、
中
国
、
韓
国
な
ど
対
岸
の

国
々
と
海
路
、
空
路
で
結
ぱ
れ
、
長
い
交
流
の
歴
史
を
背
景

に
、
環
目
本
海
時
代
在
リ
ー
ド
す
る
国
際
都
市
と
し
て
新

潟
が
発
展
す
る
た
め
に
は
国
際
社
会
に
通
用
す
る
人
材
育

成
が
急
務
だ
っ
た
の
で
す
。

　
一
一
一
一
□
語
だ
け
で
は
な
く
文
化
や
歴
史
を
理
解
し
、
一
一
十
一
世

紀
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
、
こ
の
地
で
育
て
た
い
と
い
う

願
い
を
こ
め
、
平
成
六
年
四
月
開
校
し
ま
し
た
。
卒
業
生

「
、
7
5
0
名
が
巣
立
ち
、
県
内
は
も
と
よ
O
全
国
各
地
、

海
外
で
活
躍
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
大
学
は
、
人
材
育
成
と
同
時
に
地
域
社
会
に
根
ざ
し
、
コ

ミ
ニ
ュ
テ
ィ
と
共
に
歩
み
、
教
育
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す

る
責
務
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
「
新
潟
中
央
キ
ャ
ン

パ
ス
」
を
新
潟
市
街
地
、
柾
谷
小
路
の
一
角
に
開
校
い
た
し

ま
し
た
。
1
F
の
学
生
ホ
ー
ル
と
前
庭
の
「
柾
谷
小
路
ゆ

う
あ
い
公
園
」
に
は
父
母
会
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
イ
ル

カ
の
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
県
出
身
で
東
京
蟄
術
大
学
教
授
、
美
術
学
部
長
の
富

田
亮
平
先
生
か
ら
お
造
り
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　
「
新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
」
は
学
業
は
も
と
よ
り
、
就
職

活
動
、
同
窓
会
の
集
ま
0
1
こ
加
え
、
市
民
公
開
講
座
、
生
涯

学
習
な
ど
の
一
般
開
放
や
、
将
来
は
社
会
人
向
け
の
大
学
院

の
開
設
も
視
野
に
入
れ
て
ま
い
o
ま
す
。

　
日
本
の
社
会
は
混
迷
を
深
め
、
大
学
を
取
り
ま
く
環
境

は
厳
し
く
、
構
造
的
不
況
、
雇
用
不
安
、
北
朝
鮮
を
め
ぐ
る

緊
張
も
続
い
て
い
ま
す
が
、
十
年
を
節
目
に
新
た
な
飛
躍

を
目
指
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
拡
充
、
留
学
制
度

や
奨
学
金
な
ど
学
費
支
援
制
度
の
充
実
に
努
め
、
夫
学
と

し
て
の
責
務
を
果
た
し
、
地
域
活
性
化
の
一
翼
を
担
っ
て
ま

い
る
決
意
を
新
た
に
し
て
お
O
ま
す
。
引
き
続
き
こ
理
解
、

こ
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

式
典

7

祝
賀
会

開

7

　
本
学
は
大
学
設
置
基
準
の
夫
綱
化
（
平
成
3
年
〕
と
い

う
新
し
い
波
の
中
で
、
平
成
6
年
の
春
に
開
学
致
し
ま
し

た
。
国
際
化
、
情
報
化
の
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
中
で
、
心
温

か
く
、
相
応
し
い
能
カ
を
備
え
、
大
い
に
活
躍
で
き
る
人
物

を
育
成
す
る
の
が
本
学
創
立
の
理
念
で
あ
り
、
目
的
で
も

あ
り
ま
し
た
。
幸
い
本
年
3
月
ま
で
に
、
1
，
7
5
0
名
の

前
途
有
為
の
卒
業
生
が
社
会
へ
と
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
度
、
開
学
1
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
6
月

8
日
（
日
）
の
開
学
η
周
年
記
念
式
典
並
ぴ
に
祝
賀
会
（
ホ

テ
ル
新
潟
）
に
は
新
潟
県
内
外
か
ら
多
数
の
こ
来
賓
に
お

い
で
い
た
だ
き
、
本
学
の
役
員
、
教
職
員
、
学
生
代
表
、
父
母

会
の
代
表
の
方
々
、
同
窓
会
の
代
表
な
ど
多
数
出
席
さ
れ
、

各
方
画
か
ら
多
数
の
祝
辞
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
こ
の
日

の
午
前
中
に
は
、
新
し
く
新
潟
市
の
中
心
部
に
開
設
さ
れ

た
新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
も
行
わ
れ
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
注
目
さ
れ
、
感
謝
さ
れ
て
お
O
ま
す
。
6

月
6
日
に
は
市
民
公
開
講
演
会
を
、
6
月
7
日
に
は
主
と

し
て
外
国
（
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
、
韓
国
、
□
シ
ア
〕
の
提
携

5
大
学
か
ら
の
演
者
を
加
え
て
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
、
実
り
多
き
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
役
員
、
教
職
員
の
総
意
が
あ
れ
ば
、
大
学
院
修
±

課
程
（
情
報
シ
ス
テ
ム
関
連
〕
の
設
置
や
2
学
部
へ
の
発
展

を
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
学
の
益
々
の
発
展
の
た

め
、
私
共
教
職
員
や
学
生
諸
君
の
努
カ
が
必
要
な
事
は
勿

論
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
一
層
の
、
」
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

交
　
　
式

　
平
成
帖
年
6
月
8
日
日
曜
日
、
ホ
テ
ル
新
潟
2
階
芙
蓉

の
閤
に
お
い
て
「
新
濡
国
際
情
報
大
学
創
立
十
周
年
記
念

式
典
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
学
に
い
た
る
ま
で
の
関
係
者
の
想
い
、
当
校
に
寄
せ

る
期
侍
な
ど
十
年
前
の
様
子
を
伝
え
る
、
小
澤
辰
男
理
事

長
や
武
藤
輝
一
学
長
の
式
辞
、
挨
拶
か
ら
始
ま
o
、
校
歌
作

詞
者
の
松
澤
博
氏
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
成
者
の
吉
原
カ
氏

の
表
彰
、
十
周
年
記
念
晶
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
父
母
会
か

ら
は
シ
ュ
プ
U
ン
ゲ
ン
（
飛
躍
〕
と
題
さ
れ
た
イ
ル
カ
の
記

念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
同
窓
会
（
み
ず
き
会
〕
か
ら
は
絵
画
を
贈

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
父
母
会
長
、
同
窓
会
長
、
モ
一
一
ユ
メ
ン
ト
作
成
者

の
東
京
嚢
術
大
学
芙
術
学
部
長
、
宮
田
亮
平
氏
と
校
歌
作

曲
者
の
上
越
教
育
大
学
後
藤
丹
氏
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ

ス
開
校
、
情
報
セ
ン
タ
ー
棟
の
増
築
、
「
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
」
の
新
設
と
と
も
に
「
校
歌
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
発
表
」

「
記
念
晶
の
贈
呈
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
祝
辞
と
各
方
面
か
ら
の
祝
電
で
は
、
新
潟
国
際
情

報
大
学
お
よ
び
学
生
へ
の
期
待
と
新
潟
の
発
展
に
さ
ら
に

頁
献
し
て
欲
し
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
新
潟
県
知
事

（
代
理
川
上
忠
義
副
知
事
〕
、
篠
田
昭
新
潟
市
長
、
日
本
私

立
大
学
協
会
長
（
代
理
原
野
幸
康
常
務
理
由
串
〕
、
上
原
明

新
潟
商
■
会
議
所
会
頭
か
ら
の
お
一
一
一
日
葉
を
い
た
だ
き
、
さ

ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
、
式
典
は
閉
会
と
な
o
ま
し
た
。

　
3
階
飛
翔
の
閤
に
会
場
を
移
し
「
新
潟
国
際
情
報
大
学

創
立
十
周
年
記
念
祝
賀
会
」
が
続
い
て
行
わ
れ
、
約
6
0
0

人
の
参
列
者
を
前
に
小
澤
辰
男
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
長

谷
川
彰
新
潟
大
学
長
、
宮
田
亮
平
東
京
薮
術
大
学
美
術
学

部
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
海
外
提
携
大
学
か
ら
の
招
待
客
も
加
わ
っ
た
鏡
開
き
は
、

総
勢
巧
名
に
よ
る
盛
夫
な
も
の
と
な
o
、
華
や
い
だ
空
気

の
中
、
長
谷
川
義
明
前
新
潟
市
長
の
乾
杯
で
祝
宴
が
始
ま

○
ま
し
た
。

　
海
外
招
待
者
の
紹
介
や
校
歌
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
披
露
の

時
間
を
交
え
な
が
ら
、
閉
会
の
時
問
ま
で
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
で
の
祝
宴
と
な
o
ま
し
た
。

　
本
学
の
／
0
周
年
記
念
式
興
に
先
が
け
て
、
同
目
午
前
o
〕

時
よ
り
「
新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
開
校
式
」
が
新
潟
市
上
大

川
前
通
の
現
地
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
篠
田
昭
新
潟
市
長
、
堀
川
武
新
潟
市
教
育
長
、
亀
山
亮
一

父
母
会
長
、
高
橋
毅
同
窓
会
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
「
」
采
賓

の
参
列
を
頂
き
、
小
澤
理
事
長
式
辞
、
武
藤
学
長
挨
拶
の

後
、
新
校
舎
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
最
後
に
父
母
会

長
の
御
礼
の
「
し
挨
拶
で
約
4
0
分
間
の
式
典
が
つ
つ
が
な
く

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
イ
ル
カ
を
型
ど
っ
た
記
念
モ
一
一
ユ
メ
ン
ト
「
シ
ュ
プ

U
ン
ゲ
ン
（
飛
躍
）
」
の
製
作
者
で
あ
る
、
東
京
蟄
術
大
学
芙

術
学
郡
長
の
宮
田
亮
平
先
生
の
こ
出
席
在
い
た
だ
き
除
幕

式
も
併
せ
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
記
者
会
見
で
は
各
メ

デ
ィ
ア
の
熱
心
な
取
材
対
応
に
、
本
学
に
対
す
る
大
き
な
期

待
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
十
周
年
を
節
目
と
し
て
、
新
し
い

歴
史
を
築
い
て
ゆ
く
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
い
式
と
な
o
ま

し
た
。国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
学
生
・
教
員
・
地
域
に
よ
る
国

際
交
流
を
よ
〇
一
層
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
の
拠
占
…
と
し

て
、
2
0
0
3
年
9
月
に
開
館
致
し
ま
す
。
派
遣
留
学
・
夏

期
セ
三
ナ
ー
在
中
心
と
し
た
海
外
留
学
、
学
生
・
教
員
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
国
際
交
流
、
海
外
の
研
究
者
や
捉
携
大
学
・
学

部
と
の
交
流
な
ど
を
、
促
進
・
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
セ
ン

タ
ー
の
事
業
の
中
心
で
す
。
セ
ン
タ
ー
内
の
主
な
施
設
と

し
て
は
，
派
遣
留
学
等
の
事
前
研
修
、
国
際
交
流
関
連
の
授

業
科
目
や
公
開
講
座
、
講
演
会
や
国
際
会
議
な
ど
が
行
わ

れ
る
セ
三
ナ
ー
ル
ー
ム
、
提
携
大
学
・
学
部
や
そ
の
他
の
海

外
の
大
学
に
関
す
る
資
料
な
ど
が
展
示
・
配
架
さ
れ
る
留

学
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
国
際
交
流
関
連
の
雑
誌
、
書
籍
が
配
架

さ
れ
る
書
籍
聞
覧
ス
ペ
ー
ス
、
国
際
交
流
関
連
の
団
体
や

学
生
有
志
が
ミ
：
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
が
あ
o
ま
す
。
国
際
交
流
を
目

的
と
す
る
大
学
内
の
施
設
と
し
て
は
、
全
国
的
に
み
て
も

類
を
み
な
い
規
模
・
機
能
を
持
つ
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
に
、

是
非
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
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ば
繍
鱒
㍑
ピ
　　　・　　　．　　．
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
情
輻
文
化
学
科
教
授
　
厘
－
　
建
英

　
本
学
は
去
る
六
月
七
目
、
朱
蘭
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
・

に
お
い
て
、
創
立
十
周
年
記
念
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
、
県
内
外
か
ら
約
一
一
一
百
人
の
参
加
を
頂
い
た
。
共
通

テ
ー
マ
は
「
国
際
化
・
情
報
化
と
大
学
の
社
会
的
役
割
」

で
あ
る
。
一
一
十
一
世
紀
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
人
々
と
共
に
考
え
、
話
し
合

う
こ
と
を
企
図
し
、
そ
れ
を
市
民
に
一
般
公
開
す
る
こ
と

で
、
大
学
と
社
会
と
の
結
び
つ
き
、
市
民
の
学
術
参
加
を
一

目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
「
グ
□
－

バ
ル
な
情
報
空
間
が
新
た
な
不
平
等
や
差
別
で
は
な
く
、

相
互
扶
助
的
な
共
生
社
会
を
生
み
だ
す
た
め
の
条
件
」

を
提
起
し
た
武
者
小
路
公
秀
氏
に
よ
る
基
調
講
演
の
後
、

二
つ
の
特
別
講
演
と
二
つ
の
分
科
会
が
行
わ
れ
た
口
第
一
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

分
科
会
の
テ
ー
マ
は
、
「
新
世
紀
ア
ジ
ア
太
平
洋
く
共
生
V
一

の
条
件
」
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
、
と
く
に
東
ア
ジ
ア
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

の
問
題
に
焦
点
を
当
て
、
グ
□
－
バ
ル
化
時
代
の
中
長
．

期
的
な
平
和
構
築
の
可
能
性
に
つ
い
て
多
角
的
な
議
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

を
展
開
し
た
。
中
国
（
北
京
師
範
大
学
）
・
□
シ
ア
（
国
立
“

極
東
大
学
〕
・
韓
国
（
慶
煕
大
学
〕
の
代
表
は
そ
れ
ぞ
れ
、

束
ア
ジ
ア
の
歴
史
、
現
在
の
国
際
問
題
、
未
采
の
地
域
協
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

力
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
文
化
的
な
「
相
互
理
解
」
の
努
…

カ
が
今
後
さ
ら
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
共
有
し
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
第
一
一
分
科
会
は
、
「
電
子
自
治
体
の
展
望
と
大
学
の
役
一

割
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
地
域
づ
く
り
と
1
T
に
つ
い
て
の
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

問
題
提
起
、
海
外
の
実
情
と
電
子
社
会
の
理
念
の
再
整

理
を
行
っ
た
上
で
、
大
学
の
地
域
貢
献
と
し
て
、
大
学
が
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

主
体
と
な
っ
て
設
立
・
運
営
を
目
指
す
地
域
総
台
－
T
セ
．

ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
官
産
民
そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
か
ら
討
論
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

を
展
開
し
た
。
そ
し
て
、
学
生
に
よ
る
地
域
貢
献
モ
デ
ル
・

の
開
発
、
－
T
に
よ
る
地
場
産
業
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
が
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

地
域
総
舎
－
T
セ
ン
タ
ー
が
担
う
主
な
役
割
で
あ
る
と
“

結
論
づ
け
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
帯
に
短
し
檸
に
長
し
と
い
う
か
、
今
回
の
講
師
の
選

一
定
は
予
想
以
上
に
難
航
し
た
。
本
学
の
1
0
周
年
記
念
事
“

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

一
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
市
民
向
け
の
こ
の
催
し
に
・

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

．
ふ
さ
わ
し
い
講
師
は
だ
れ
か
。
教
職
員
の
問
か
ら
は
、
も
…

“
っ
と
辛
□
の
、
あ
る
い
は
も
っ
と
ア
カ
デ
三
ツ
ク
な
人
と
一

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

“
い
う
声
も
あ
っ
た
が
、
結
局
、
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
氏
に
決
“

・
ま
っ
た
。
そ
し
て
結
果
的
に
は
、
成
功
だ
⊃
た
と
い
え
る
・

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

…
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

“
　
歌
手
と
し
て
で
は
な
く
、
講
演
者
と
し
て
の
彼
女
の
…

・
集
客
力
に
つ
い
て
も
不
安
が
あ
⊃
た
が
、
六
百
名
を
こ
え
・

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

．
る
入
場
希
望
が
寄
せ
ら
れ
、
当
日
、
会
場
も
用
意
し
た
“

‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

…
5
5
0
の
席
は
ち
ょ
う
ど
満
杯
に
な
っ
た
。
客
層
と
し
て
…

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

・
は
、
や
は
O
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
の
「
ひ
な
げ
し
の
花
」
で
・

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

“
青
春
を
共
有
し
た
と
思
わ
れ
る
年
代
の
婦
人
が
目
立
っ
一

…
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　　　　　　．　　　　　．　　　　．　　　　．　　　・　　　．　　．　．　．
．．

　
講
演
直
前
に
食
べ
た
お
弁
当
の
新
潟
米
の
お
い
し
さ
…

に
感
激
し
た
と
い
う
リ
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
か
ら
は
じ
ま
っ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

た
講
演
は
ど
ん
ど
ん
聴
衆
を
ひ
き
こ
ん
で
い
っ
た
。
途
中
…

で
も
ち
ろ
ん
伴
奏
な
し
で
は
あ
る
が
彼
女
は
歌
も
歌
っ
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

た
。
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
の
歌
、
自
分
が
作
曲
し
た
と
い
う
彼
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

女
の
母
（
中
国
大
陸
出
身
〕
の
故
郷
を
思
う
歌
。
そ
し
て
…

飢
餓
に
苦
し
む
ア
フ
リ
カ
の
子
供
た
ち
の
前
で
歌
⊃
た
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

と
い
う
童
謡
。
そ
の
と
き
喜
ん
で
は
ね
ま
わ
る
ア
フ
U
カ
・

の
子
供
た
右
の
姿
ま
で
ま
ね
て
み
せ
た
。
平
和
の
大
切
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

さ
を
情
感
と
し
て
伝
え
る
一
人
の
け
な
げ
な
少
女
を
彼
“

○
に
満
足
し
て
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
」
．
一

れ
た
と
思
う
。
受

付
の
片
隅
に
ポ
ツ

ン
と
お
か
れ
て
い

た
だ
け
の
ユ
一
一
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

フ
の
募
金
箱
に
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
．

約
七
万
円
が
投
じ

ら
れ
て
い
た
と
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

●
　
校
歌

・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
決
定
！

　
本
学
ー
口
周
年
記
念
事
業
9
環
と
し
て
、
校
歌
・
キ
ヤ
ラ
ク
タ
ー
の
作
製
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
校
歌
の
作
詞
、
キ
ヤ
ラ
ク

タ
ー
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
公
募
を
行
い
、
多
数
こ
応
募
い
た
だ
い
た
申
か
ら
、
校
歌
歌
詞
は
新
潟
市
小
針
在
住
の
松
澤
博

さ
ん
の
作
晶
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
は
本
学
第
3
期
卒
業
生
の
吉
原
力
さ
ん
の
作
晶
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
応
募

い
た
だ
い
た
皆
横
、
誠
に
あ
り
が
と
う
己
ざ
い
ま
し
た
。
尚
、
校
歌
の
曲
に
つ
い
て
は
、
上
越
教
葡
大
学
の
後
藤
丹
先
生
に
お

作
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
作
晶
に
つ
い
て
は
、
6
月
8
日
の
閥
学
記
念
式
典
、
祝
賀
会
1
こ
お
い
て
表
彰
・
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

新潟国際情報大学校歌

新潟国際情報大学キャラクター

▲在学中に野うさぎがキャンパス内に現れ、

　一緒にたわむれた思い出があります。その
　言己一瞳からうさぎ在マヌコットにしました。ポー

　ズですが、左手を前にかざし指さしています。

　その先には「nui昌」の未来が、そして在学生、

　卒業生、教職員の方々の萌があるのです。

　　　　　　　　　　1作者　吉原カ〕

に
に

昌
ぜ
か

モ
血
ひ

ち
た
す

み
ヨ
畠

る
苫
晶

く
く
く

「
つ
o

曲
品
曲

曲
曲
｝

う
う
う

屯
お
君

曲
た
た

由
う
か

と
と
と

も
も
も

と
と
と

て
せ
て

■

刮ら崩由
岳
崔
在

り

空
が
あ
る

　
風
が
あ
る

　
光
が
あ
る

作作
曲詞

稜棋
藤澤

丹’博

一
、
あ
け
ほ
の
の
空
は
と
き
め
き

さ
わ
や
か
な
佐
潟
の
目
覚
め

あ
こ
が
れ
を
空
に
描
い
て

友
と
歩
も
う
夢
創
る
道
を

　
空
が
あ
る

　
　
風
が
あ
る

　
　
　
光
が
あ
る

一
一
、
穂
を
ゆ
す
る
楓
は
よ
ろ
こ
ぴ

　
み
ず
き
野
は
黄
金
に
う
ね
石

　
豊
か
さ
を
風
に
香
ら
せ

　
友
と
歌
お
う
夢
創
る
歌
を

　
空
が
あ
る

　
　
風
が
あ
る

　
　
　
光
が
あ
る

三
、
夕
映
え
の
光
や
す
ら
ぎ

　
窓
辺
に
弥
彦
を
望
み

　
ほ
ほ
え
み
を
光
に
染
め
て

　
友
と
語
る
つ
夢
創
る
明
日
を

　
空
が
あ
る

　
　
風
が
あ
る

　
　
　
光
が
あ
る
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聾ミ覇1介
河
原
ゼ
ミ
（
卒
論
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
】

摘
朝
，
ス
テ
ム
学
掲
講
師
　
河
原

和
好

ま
な
処
理
を
す
る
際
も
同
様
に
、
画
像
を
扱
う
こ
と
は

重
要
に
な
り
ま
す
。
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
は
、
画
像
を
処

理
す
る
も
の
と
、
画
像
を
作
成
す
る
も
の
、
そ
の
他
に
分

か
れ
ま
す
出
具
体
的
な
テ
ー
マ
は
、
「
画
像
へ
の
情
報
埋
め

込
み
」
「
□
ボ
ッ
ト
」
「
顔
の
認
識
」
「
3
口
大
学
案
内
図
」

「
0
G
に
よ
る
カ
タ
□
グ
作
成
」
「
ゲ
ー
ム
プ
□
グ
ラ
ミ
ン

グ
」
「
昔
の
解
析
」
「
C
C
C
口
に
⊃
い
て
」
な
ど
、
多
分
野

に
分
か
れ
て
い
て
、
学
生
が
各
自
希
望
す
る
も
の
を
選
ん

で
い
ま
す
亡

　
研
究
内
容
が
他
分
野
に
わ
た
コ
て
い
る
せ
い
か
（
教
員

の
趣
昧
と
い
う
説
も
）
、
研
究
室
に
は
機
材
が
た
く
さ
ん

ゴ
□
ゴ
□
し
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
は
1
0
台
以
上
、
周
辺

機
器
も
多
数
、
ソ
フ
ト
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
プ
□
グ

ラ
三
ン
グ
・
C
G
作
成
関
係
の
ソ
フ
ト
が
あ
る
程
度
そ
ろ

っ
て
い
て
、
雑
誌
も
多
々
あ
o
ま
す
、
他
に
も
、
□
ポ
ッ
ト

〔
ノ
ー
ト
パ
ソ
］
ン
で
動
か
す
も
の
、
自
分
で
動
く
□
ボ
ッ

ト
、
ペ
ッ
ト
型
□
ボ
ッ
ト
な
ど
〕
、
映
像
関
係
〔
ス
キ
ャ
ナ
、

デ
ジ
カ
メ
は
右
右
ろ
ん
、
ビ
デ
オ
、
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
〕
、
昔
響
関
係
（
キ
ー
ボ
ー
ド
、
ギ
タ
ー
も
？
〕
ま
で
あ

○
ま
す
。

　
セ
ミ
で
は
、
交
流
の
一
環
と
し
て
今
年
は
ポ
ウ
リ
ン
グ

大
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ゼ
ミ
合
宿
も
毎
年
行

っ
て
い
て
，
研
究
発
表
を
行
コ
て
い
ま
す
。
大
学
祭
に
お
い

て
も
研
究
成
果
を
発
表
し
、
客
観
的
な
評
価
を
色
ん
な

方
に
見
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
興
昧
の
あ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
□
ボ

ッ
ト
を
触
っ
て
み
た
い
、
ゲ
ー
ム
を
作
っ
て
み
た
い
、
絵
を

描
い
τ
み
た
い
、
と
い
⊃
た
こ
と
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
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2
0
0
3
年
度
派
遣
留
学
・
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
日
程

今
年
度
も
2
年
生
を
中
心
に
夏
以
降
、
海
外
に
留
学
、

研
修
に
多
く
の
学
生
が
旅
立
ち
ま
す
。
た
だ
、
残
念
惹
こ

と
に
、
中
国
コ
ー
ス
は
来
年
度
へ
の
延
期
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

ア
ル
バ
ー
タ
犬
掌
（
カ
ナ
ダ
、
エ
ド
モ
ン
ト
ン
市
）

苗

冊
苦
＃

昔
＃

一
一
　
、
1
一

1｛’

私
の
ゼ
ミ
観

・
．
．
｝
o
｛
　
　
　
　
・
o

○
血
．
＃

惰
報
文
化
学
科
助
教
授
　
臼
井

一
．
｝

芭

｛

陽
一
郎

　
ゼ
ミ
と
は
、
日
本
の
大
学
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
、
技
術
を
体
得
す
る
実
習
で
は
な
く
、
練
習
問
題
に

取
o
組
む
演
習
で
も
な
く
、
教
養
を
広
げ
る
セ
三
ナ
ー

で
す
ら
な
い
、
そ
の
よ
う
な
部
分
が
確
か
に
存
在
す
る
。

そ
の
全
τ
を
表
層
的
に
取
o
込
も
う
と
す
る
が
、
尚
そ

れ
ら
と
異
な
る
次
元
に
あ
る
な
に
も
の
か
が
志
向
さ
れ

る
。
ゼ
三
ナ
ー
ル
と
い
う
カ
タ
カ
ナ
化
さ
れ
た
独
語
に
は
、

こ
の
深
層
的
な
に
も
の
か
の
饗
き
が
あ
る
。
こ
の
志
向

は
，
ゼ
ミ
を
サ
ー
ク
ル
化
す
る
□
実
1
こ
も
な
る
。
ゼ
三
と

は
酒
を
酌
み
交
わ
す
仲
問
・
と
右
に
旅
に
出
る
仲
問
と

の
出
会
い
の
場
で
あ
o
交
流
の
場
で
あ
る
、
と
。
こ
れ
ら

は
ゼ
ミ
と
い
う
場
の
基
底
に
想
い
を
寄
せ
る
き
〕
か
け

で
あ
〕
て
も
、
決
し
て
ゼ
三
の
実
体
そ
の
も
の
で
は
な
い

は
ず
だ
。
ゼ
三
に
参
加
す
る
立
場
に
あ
っ
た
学
生
時
代
，

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
漢
然
と
夢
想
し
て
い
た
が
，
．
セ
三
を

担
当
す
る
立
場
に
な
コ
て
以
来
、
結
局
は
実
習
・
演
習
・
セ

三
ナ
ー
と
い
う
表
層
的
な
部
分
を
上
滑
o
し
て
き
た
感

が
あ
る
。

拮
．
・
…
　
．
｝
」
　
　
苗

冊

．
・
．
．
一
．
　
　
o
砧

｛

品

＾
　
O

＃

　
ゼ
ミ
の
運
営
方
法
は
一
年
か
ら
三
年
ま
で
同
じ
で
あ
る
。

ま
ず
共
通
テ
ー
マ
を
学
生
全
員
で
決
め
て
も
ら
う
。
範

囲
は
社
会
科
学
系
と
い
う
限
定
だ
け
，
筆
者
の
専
門
へ
の

誘
導
は
ま
ず
失
敗
す
る
。
次
に
学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
共
通

テ
ー
マ
を
深
め
る
た
め
の
個
別
テ
ー
マ
を
立
て
、
そ
の
個

人
的
関
心
な
ら
ぴ
に
共
通
テ
ー
マ
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
五
百
字
程
度
で
説
明
す
る
。
そ
の
上
で
十
件

程
度
の
文
献
U
ス
ト
を
キ
ー
ワ
ー
ド
つ
き
で
作
成
し
、
個

別
テ
ー
マ
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
部
分
を
そ
れ

ぞ
れ
二
〇
ぺ
－
ジ
以
上
抜
き
出
し
、
そ
の
部
分
を
五
百
字

程
度
で
要
約
す
る
口
こ
う
し
た
準
備
の
後
、
一
一
一
章
立
て
四

千
字
の
小
論
文
を
仕
上
げ
る
。
以
上
が
半
期
中
に
課
さ

8
月
3
日
（
日
〕
　
山
山
国

8
月
5
日
（
火
〕
　
授
業
開
始

8
月
μ
日
（
木
〕
、
㎎
日
（
火
）
、
凹
目
（
木
）
、
朋
日
（
木
〕

g
月
4
目
＾
木
）

9
月
5
目
（
金
）

9
月
7
日
（
目
）

　
　
9
月
4
日
（
木
〕

授
業
終
了

試
験
日

帰
国

企
業
訪
問

ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
ミ
ズ
ー
u
州
立
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
ア
メ
リ
カ
、
メ
リ
ー
ヴ
ィ
ル
市
〕

8
月
2
日
（
土
〕
　
マ
イ
ク
・
ス
タ
イ
ナ
i
助
教
授
と
教
育
助

　
　
　
　
　
　
　
手
（
T
A
）
2
名
来
日

8
月
4
目
＾
月
）
…
8
日
（
金
〕

　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
イ
ナ
ー
助
教
授
に
よ
る
本
学
で
参

　
　
　
　
　
　
　
加
学
生
へ
の
集
中
講
義
（
2
－
4
限
）

8
月
1
0
日
（
旦

8
月
花
日
（
±
）

8
月
㎎
日
（
月
）

o
〕
月
1
8
日
（
木
）

g
月
㎜
日
一
土
一

ス
タ
イ
ナ
ー
助
教
授
離
目

出
国
授
業
開
始

授
業
終
了
＾
試
験
）

帰
国

慶
煕
夫
学
＾
韓
国
、
ソ
ウ
ル
市
〕

8
月
2
9
日
（
金
〕
　
出
国

9
月
－
日
（
月
）
　
入
校
式

g
月
2
日
（
火
）
　
授
業
開
始

o
〕
月
1
0
日
（
水
）
｛
｝
目
＾
金
）

m
月
m
日
（
金
）
、
／
1
日
（
土
〕

お
盆
（
秋
夕
〕
休
み

現
地
学
習
（
雪
岳
山
）

1
0
月
巧
日
（
水
）
…
怜
日
（
木
〕
　
中
間
テ
ス
ト

｝
月
1
5
日
（
月
）
｛
1
6
日
（
火
〕
　
期
末
テ
ス
ト

’
月
怜
臼
（
火
）
　
現
地
学
習
（
乱
打
公
演
観
覧
〕

｝
月
㎎
目
（
金
）
　
修
了
式

／
2
月
盟
目
＾
日
〕
　
帰
国

極
東
国
立
総
合
夫
学
（
ロ
シ
ア
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ー
ク
市
〕

9
月
1
「
目
（
木
）
　
出
国

0
〕
月
旧
目
（
金
〕
　
入
学
式
、
□
シ
ア
語
テ
ス
ト

g
月
巧
目
＾
月
〕
　
授
業
開
始

｝
月
四
目
（
月
）
…
／
月
2
目
＾
金
〕
　
年
末
休
業

2
0
0
4
年
「
月
5
日
（
月
）
…
－
月
9
日
（
金
）
　
期
末
試
験

2
0
0
3
年
1
2
月
盟
日
（
月
）
舌
2
0
0
4
年
「
月
4
日
（
目
）

　
　
　
　
　
　
　
ク
リ
ス
マ
ス
祝
い
と
新
年
行
事
の
準
備

2
0
0
4
年
「
月
6
日
（
火
〕
…
／
月
7
日
（
水
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
シ
ア
正
教
の
ク
リ
ス
マ
ス
祝
い

2
0
0
4
年
－
月
■
日
（
目
）
　
帰
国

●
今
年
度
の
中
国
コ
ー
ス
は
中
止
し
ま
し
た
。

　
北
京
師
範
大
学
へ
の
派
遣
留
学
は
、
S
A
□
□
S
の
問
題
を

考
慮
し
て
今
年
度
の
実
施
は
見
送
o
、
栗
年
度
改
め
τ
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
中
国
の
取
り
組
み
に
よ
o
事
態
は

改
善
さ
れ
、
W
H
0
の
北
京
市
へ
の
渡
航
延
期
勧
告
も
6
月

四
日
に
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
冬
の
再
発
の
可
能
性
が
否
定

で
き
ず
、
再
発
の
場
台
は
途
中
帰
国
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
考
慮
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
毫

　
　
　
　
　
　
　
ワ

　
　
　
　
．
｛
｝

妓
漉
－
嵩
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．
マ
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］
．
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固
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諌よりお毎＝l1壌灘嚢響
3年次生、4年次生を対象に夏期休業中、下記のスケジュールを

予定してしrます。積極的に参加して下さしr。

「
．
　
．
葦
」

就職模擬試験（一般常識・職務通性〕

就職模擬試験フォ□一ガイダンス

3年次生父母就職説明会

8月2目（土〕

8月29目（金〕

9月7目（目）

■畷1工

就職未内定者向け就職指導ガイダンス8月12目（火〕

㌔
H

り夏期休業期間
．二1二

．
．
　
■
・
㌔

◇海外旅行日程届◇

旅行（合宿）、個人的な旅行を問わず、海外へ渡航する場

「海外旅行日程届」を事前に学務課まで提出してください。

、学生同±で登山をする場合も事前1こ登L］計画を学務課

捉出してくださし、。

ミ
は
に
で

ゼ
合
他
ま

~i -~~ 
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一
－

夏期休業開始

後期授業開始

r日（金〕月8

9月22日（月〕

「0月r8日（土）、r9日（日〕

r2月23日（火〕

授業開始r月8日（木〕

後期講義終了20日（火〕

21日（水）～27日（火〕

春期休業開始3月15日（月〕

卒業式r9日（金〕

日
本
計
算
機
統
計
学
会
、
開
催
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
助
教
授
塚
田
　
真
一

　
5
月
盟
、
盟
日
の
2
目
間
に
わ
た
り
、
目
本
計
算
機
統
計
学
会
が
朱

鷺
メ
ッ
セ
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
が
大
会
実
行
委
員
長
と
し
て
、
赤

木
教
授
が
大
会
実
行
委
員
と
し
て
大
会
運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ま

た
本
学
か
ら
事
務
員
4
名
、
学
生
■
名
に
も
お
手
伝
い
頂
き
大
会
を

無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
大
会
は
例
年
の
大
会
よ
o
も

申
込
件
数
が
多
く
3
4
件
の
研
究
報
止
『
6
件
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
デ
モ
が

行
わ
れ
ま
し
た
（
全
参
加
者
は
1
2
5

名
〕
。
ま
た
、
特
別
講
演
と
し
て
新
潟
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ

大
学
医
学
部
教
授
・
安
保
徹
先
生
に
よ

る
免
疫
学
の
講
漂
N
T
工
丁
－
夕
（
株
）
・

坂
野
鋭
さ
ん
に
よ
る
パ
タ
ー
ン
認
識

の
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
「
因

子
負
荷
量
に
関
す
る
検
定
統
計
蚤
と

近
似
分
布
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
目
で

研
究
発
表
も
行
い
ま
し
た
。

コ
ー

鰯
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘皿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日皿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，冊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○血　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■皿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自血　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘皿　　　　　　　　　　　　　　　　　　○冊　　　　　　　　　　　　　　○血　　　　　　　　　　由…　　　　　　　皿　　　咀… 圃苅部恒
徳
教
授

鈴
木
佳
秀
編
『
神
話
・
伝
説
の
成
立
と
そ
の
展
開
の
比
較
研
究
』
共
著
、
高
志
脅
院
、

2
0
0
3
年
3
月

護
智
敏
夫
助
教
授
・
佐
々
木
欝
助
教
授

高
畠
通
敏
編
『
現
代
市
民
政
治
論
」
共
著
、
世
織
蕃
房
、
2
0
0
3
年
2
月

臼
井
陽
一
郎
助
教
授

田
村
正
勝
編
著
『
甦
る
コ
ニ
ュ
一
一
テ
ィ
一

2
0
0
3
年
4
月

哲
学
と
社
会
科
学
の
対
話
』
共
著
、
文
眞
堂
、

長
坂
格
講
師

『
海
外
に
お
け
る
日
本
人
、
日
本
の
な
か
の
外
国
人
』
共
著
、
昭
和
堂
、
2
0
0
3
年
2
月

一
宙
際
関
係
論
の
フ
□
ン
テ
ィ
ア
』
共
著
、
三
ネ
ル
ヴ
ァ
警
房
、
2
0
0
3
年
4
月

平
田
透
助
教
授

永
田
晃
也
編
『
価
値
創
造
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
企
業
」
共
著
、
学
文
社
、
2
0
0
3
年
3
月

苅
部
恒
徳
教
授

「
0
記
コ
註
一
は
怨
霊
だ
っ
た
－
皿
呂
…
［
一
↓
の
怪
物
へ
の
新
た
な
視
占
…
」

第
兀
回
日
本
英
文
学
会
全
国
大
会
、
成
躍
大
学
、
日
月
肪
日
（
目
〕

小
富
山
智
志
講
師

「
地
域
に
お
け
る
不
公
平
感
b
地
域
問
格
差
の
解
明
－
階
層
線
形
モ
デ
ル
の
応
用
例
」

日
本
選
挙
学
会
、
金
沢
大
学
（
金
沢
市
観
光
会
館
・
石
川
県
立
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
）

5
月
杷
日
＾
日
一

竹
並
輝
之
教
授

「
」
｝
口
□
□
試
行
審
査
報
告
」
情
報
処
理
学
会
第
冊
回
全
国
大
会
、
東
京
工
科
大
学
、

3
月
町
貝
さ

原
□
武
彦
教
授

「
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
紛
争
」
日
本
ア
フ
リ
カ
学
会
第
珊
回
学
術
大
会
、
島
根
大
学
、

日
月
－
日
＾
日
一
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第2回オープンキャンパス

■平成15年10月4目（土）10100～15130
■COI，ITENTS
　●学部・学科紹介　　　　　■カリキュラム。履修説明

　●入試情報説明　　　　　●入試個別相談

　■入試問題の傾向と対策　　●海外留学相談

　●模擬講義　　　　　　　■就職相談
　●コンピュータ案習　　　　■在学生による何でも相談

　撫昼食は学生食堂にて無料提供します。ぜひこ試奮くださしr1

　＜第1回目は7月26日（土）1こ終了し冒≡した＞

NUlS・LlVE
　大学ではどんなことを学ふの？

NulSの特色ある講義を体験しよう！

　　　　　～国際化・情鶉化を体感～

■平成15年8月21目（木〕10100～15110
　情報システム学科、情報文化学科、両学科の講義を

　開講します。

■お閻い含わせ先

窩校の進路指導の先生もしくは、
下記1〔お申込み下さL、。

新潟国際情報大学広報係
〒950－2292新潟市みずき野3－1－1

TEL025－239－3111　FAX025－239一臼690
E－M日i1目口ud目n＠nui昌．目o．jp

市民のための

一■　川
　。・。，　一　　■
　　り　　＿

’，　1

■日　時
■時　　閻

■会　場
■定　　員

■申込み方法

10／18日、25日、11／1日、8日

13100～16：00
本校（新潟市みずき野3－1・1）

80人（応募者多数の場含は抽選と帥ます〕

往復はがきに　住所・氏名・年齢・職業・電

話番号を明記の上、お申込み下さし、。

〒950－2292　新潟市みずき野3－1－1
「新潟国際惰報大学　中級者同パソコン教室」

総務課宛

9／29（月〕～10／6（月）必着。

み陰だ受さ座が高大てキ画講く地

鶯髪義奈轟艘墓㍑撃轟雛
　夕本運演しgり萎た講新1副社レ
　ッ講んをて局だ術こ師潟マ後会ビ
　フ座で引くいっ性とと中での1こな
　のをくきだ講たがもし央映受広ど

r2
映8

　画3地の震
捜中公
萎の露
員市膣
輻民
蕃社
学ム科一
助」
護を
；轡
々え木
寛て

平成16年廣 入学者選抜試験目程◎醐は鵬要項碓脇下さい。

推

薦

入

試

　入試区分

高校長推薦　指定校制

高校長推薦公募制

高校長推薦　スポーツ

社会人特別選抜

般

入

試

前　　期

大学入試センター試験

後　　期

　　　募簗人員
情報文化学科　　　10
情報システム学科　20

I1膏報文化学科　　　日0

情報システム学科　3日

情報文化学科
惜報システム学科

情報文化学科
情報システム学科

情報文化学料　　　35

I1宵報システム学科　60

I1膏報文化学科　　　r5

情報システム学科　20

情報文化学科　　　r0

情報システム学科　15

30

65

若干名

若干名

95

35

25

出願期間

r5．1「．1（土〕～

　　1「一10（月〕

16．1．6（火）～1－22（木）

16．2．5（木）～2．r3（金〕

「6．2．20（金）～3．2（火〕

試験目

「5．11、「6（目）

16．2．2（月〕

16．8．8（月）

　試験’案施教科・科目

本学が指定校と定めた高校長あて
推薦依頼を行います。

面接・小論文

面接・小論文・基礎体カテスト

種目は募集要項で確認＜ださい。

面接・小論文

・国語1国語1・国語1
（いずれも古文・漢文在除く〕
・数学1数学1・数学π
（致学πは、微分・穣分在除く〕
・舛国語1英語ユ・英語皿
上記o教科o中から2教科を試騒会場で選択

学科試．醸を課さず、r日年度のセンタ
ー言式麗≡の万珪許壷で半山＝亘。当≡卑安号斗o〕申方「ら

2教科2科目選択　配点1各教科100
点。呂科目以上受験した場台は高得点
の2教科2科目在台否辛1」定に使用

・国語1国語1・国語1
〔いずれも古文・漢文を除く〕
・数学1数学1・数学π
（数学πは、微分・横分を除く〕
・外国語1英語1・英語皿
上記o教科の中から2教科在試験会場で選択

■入試1〔関する問省わせ先

新潟国際11蓄報夫学学務課教務係　〒950－2292　新潟市みずき野3丁目1番1号　電話（025〕2呂9－311r FAX（025〕239一臼690
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出展（予定）

■模擬店
．ゼミ紹介
■サークル紹介

■
●
o
●
●
o
■
●

棄一殴の方も

参加できます。

イペント（予定〕

■ゼミ体験会
■0EP（0ommunio目tiv目En昌1ish　Pro昌r目m）ビデオ・アクティビティー

■カラオケ大会

　
今
年
度
も
m
月
㎎
日
、
旧
日
に
紅
翔
祭
を
開
催
し

ま
す
曲
今
年
度
の
学
友
会
執
行
部
・
紅
翔
祭
実
行
委
員

の
メ
ン
バ
ー
は
大
半
が
紅
翔
祭
の
末
経
験
者
ぱ
か
o

で
、
何
を
や
る
に
も
分
か
ら
な
い
事
ば
か
o
で
す
。
そ

ん
な
新
生
学
友
会
執
行
部
で
す
が
、
昨
年
を
例
と
し

な
い
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
取
o
入
れ
や
、
行
事
な
ど
、

横
々
な
事
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
拮
出
展
者
の
募
集
や
、

企
業
ま
わ
o
な
ど
，
大
変
な
事
は
多
い
で
す
が
，
紅
翔

祭
を
成
功
し
、
充
実
さ
せ
た
も
の
に
す
る
端
に
，
日
々

頑
張
っ
τ
い
ま
す
曲

　
今
年
は
，
新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
立
、
本
挙
に

お
い
て
は
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
新
設
や
、
図
謡
館

の
増
設
な
ど
、
目
覚
し
い
進
展
在
遂
げ
て
い
ま
す
岨
そ

こ
で
、
今
年
は
創
立
m
周
年
と
い
う
節
目
に
着
目
し
．

「
一
H
」
血
］
O
…
口
「
コ
血
く
宰
＝
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
し
ま

し
た
。
直
訳
す
る
と
、
「
今
し
か
や
る
時
が
な
い
u
」
と

い
ヨ
意
昧
で
す
。
学
友
会
に
つ
い
て
も
、
一
度
し
か
訪
れ

な
い
m
年
と
い
う
記
念
す
ぺ
き
節
目
の
年
に
、
様
々
な

事
に
挑
戦
し
、
今
ま
で
以
上
に
紅
翔
祭
を
盛
o
上
げ

る
と
い
う
理
念
の
も
と
、
決
め
ま
し
た
。
人
が
何
か
を

成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
時
、
良
い
物
在
生
あ
出
す
為

に
は
，
数
々
の
試
行
錯
誤
を
繰
o
返
す
事
が
必
要
で
す
。

「
今
は
、
こ
ん
な
悪
い
部
分
が
あ
る
か
ら
，
こ
こ
荏
変
え

て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
」
「
変
え
て
み
た
け
れ
ど
も
、

思
コ
た
ほ
ど
効
果
は
な
さ
そ
ヨ
だ
か
ら
別
な
方
法
は

な
い
だ
ろ
う
か
」
そ
う
し
た
試
行
錯
誤
が
よ
O
良
い

物
を
築
き
上
げ
て
い
く
の
だ
と
患
い
ま
す
岨
こ
れ
か
ら
、

紅
翔
祭
ま
で
の
期
闇
を
精
一
杯
活
用
し
、
時
闇
を
か
け

て
作
o
上
げ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
祖

　
多
く
の
学
牛
地
域
の
皆
様
が
紅
翔
祭
に
参
加
し

て
く
れ
る
一
」
と
在
願
コ
て
い
ま
す
岨

　
　
　
　
　
　
紅
翔
祭
実
行
委
員
長
　
桑
田
　
和
征

．
一
≡
一
一
≡
襲
他
繭
濱
竈
一
≡
一
≡
一
一

目
時
／
m
月
把
日
（
日
〕
開
場
μ
純
開
演
1
5
一
0
0
．
．

講
師
■
永
　
六
輔
氏
　
（
テ
ー
マ
未
定
）

場
所
■
本
校
体
育
館
（
新
潟
市
み
ず
き
野

昌
－
「
－
「
〕

定
員
■
5
0
0
名
先
着
無
料
。
定
員
に
な
O

次
第
メ
切
o

申
し
込
み
方
法
／
整
理
券
が
必
要
と
な
り
ま
一

す
の
で
、
は
が
き
に
住
所
－
氏
名
・
年
齢
－
職
業
・
・
■

電
話
番
号
・
希
望
枚
数
を
明
記
の
上
お
申
込
み
一

＜
だ
さ
い
。
お
一
人
様
、
5
名
様
分
ま
で
お
申
込
一
．

み
で
き
ま
す
。
o
・
月
o
・
目
（
月
〕
よ
o
受
付
ま
す
。
．
■

申
し
込
み
先
■
一
丁
目
5
0
－
2
2
9
2
　
新
潟
市
み
．

ず
き
野
昌
－
1
－
1
「
新
潟
国
際
情
報
大
学

紅
翔
祭
実
行
委
員
会
　
文
化
講
演
会
」
宛

※
当
選
発
表
は
整
理
券
の
発
送
を
も
っ
て

　
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
■
新
潟
国
際
情
報
大
学
学
務
課

　
　
　
　
　
　
冊
0
2
5
－
2
3
9
－
3
「
「
「

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委
員
長
　
山
澤
　
嚢

　
今
年
度
も
5
月
臼
日
（
水
〕
に
、
学
友
会
主
催
の
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
種
目
は
昨
年
と
同
じ
く
、

大
縄
・
サ
ッ
カ
ー
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
に
当
日
エ
ン
ト
∪
－
に

よ
る
、
フ
リ
ー
ス
□
－
・
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
研
究
会
主
催
に
よ
る
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
に
お
い
て
は
、

学
生
の
優
勝
チ
ー
ム
と
本
学
の
教
員
に
よ
る
教
員
チ
ー

ム
と
の
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
は
、
囲
分
問
の

試
台
で
も
決
着
が
蒼
か
ず
、
P
K
戦
の
末
に
、
教
員
チ
ー

ム
が
収
め
る
と
い
う
熱
戦
が
繰
o
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
方
は
学
生
チ
ー
ム
が
勝
利
し
ま
し
た
。

　
準
備
段
階
か
ら
、
「
昨
年
と
同
じ
で
は
駄
目
だ
」
と
か

「
昨
年
以
上
に
盛
り
上
げ
よ
う
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
は
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
な
ス
ト
ラ

ッ
ク
ア
ウ
ト
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
学
生
と
教
員
チ
ー

ム
の
対
戦
を
企
画
し
ま
し
た
。
大
縄
・
サ
ッ
カ
ー
・
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
の
全
て
が
昨
年
よ
o
参
加
チ
ー
ム
が
多
く
、
ま
た

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
例
年
以
上
に
盛
o
上
が
o
を
見
せ

ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
す

る
に
当
た
⊃
て
、
こ
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
教
職
員
の
方
々
、

こ
の
場
を
借
o
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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留
学
で
掴
ん
だ
「
縁
」
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洋
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憎
報
文
化
学
科
　
平
成
m
年
度
卒

　
卒
業
し
て
か
ら
早
4
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
あ
っ
と
い
う
問
と
も
い
え

る
が
、
そ
れ
以
上
に
年
月
が
過
ぎ
た
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
こ
の
韓
国

留
学
を
決
め
る
ま
で
私
な
り
に
苦
労
を
味
わ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
最
初
か
ら
順

調
な
道
な
ん
て
な
い
。
苦
い
思
い
し
て
こ
そ
噛
み
し
め
る
思
い
も
感
慨
深
く
、
達
成

感
も
大
き
い
。
諦
め
た
ら
終
り
、
最
後
の
一
瞬
ま
で
諦
め
な
け
れ
ば
夢
は
必
ず
叶

う
、
必
ず
道
は
開
け
る
。

　
私
は
現
荏
、
慶
煕
大
学
教
育
大
学
院
で
「
外
国
諾
と
し
て
の
韓
国
語
教
育
」

を
専
攻
し
て
い
る
。
外
国
人
向
け
に
教
え
る
韓
国
語
教
育
の
併
究
で
あ
る
。
授

業
は
夜
間
で
あ
る
た
め
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
昼
間
は
社
会
人
、
夜
は
学
生
の
一
一

足
の
草
轄
を
は
い
て
い
る
。
授
業
以
外
に
大
学
院
で
は
勉
強
会
9
タ
デ
ィ
ー
と
呼

ば
れ
て
い
る
〕
で
不
足
し
て
た
知
識
の
補
い
や
先
輩
か
ら
後
輩
ま
で
の
縦
の
つ
な
が

り
、
横
の
つ
な
が
り
を
充
た
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
留
学
年
ど
う
し
互
い
の
労

を
ね
ぎ
ら
う
時
間
も
、
こ
れ
も
ま
た
留
学
生
活
の
醍
醐
味
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
「
留
挙
生
活
を
楽
し
く
充
実
と
し
た
も
の
に
で
き
る
か
は
、
様
々
な
人
と
の
関

わ
り
・
縁
で
決
ま
る
去
つ
な
も
の
で
あ
る
。
」
と
あ
る
教
授
が
一
」
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
。
そ
う
思
う
と
、
現
地
の
友
な
く
し
て
は
無
事
今
学
期
を
終
え
る
こ
と
も
で

き
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
幸
運
に
も
大
学
院
で
は
ご
理
解
の
あ
る
教
授
陣
を

は
じ
め
、
親
切
な
先
輩
方
、
同
期
入
学
し
た
友
と
の
出
会
い
に
本
当
に
恵
ま
れ
て

い
る
。
そ
し
て
そ
の
「
縁
」
も
手
伝
い
、
韓
国
政
府
奨
学
金
生
の
語
学
研
修
機
関
で

あ
る
こ
こ
慶
煕
大
で
、
様
々
な
情
報
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
て
試
験
を
受
け
、
こ
の
9

月
よ
り
め
で
た
く
韓
国
政
府
よ
り
奨
学
金
生
と
し
て
合
格
で
き
た
。
当
初
、
私

費
で
来
た
私
に
と
っ
て
は
願
っ
て
も
な
い
則
報
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら

の
留
学
生
活
を
よ
り
充
実
と
し
た
も
の
に
で
き
る
確
信
が
掴
め
た
。

　
大
学
を
準
業
し
て
約
2
年
半
は
会
社
貝
生
活
を
し
て
い
た
が
、
社
会
で
得
た

経
験
も
挫
折
も
全
て
今
、
私
の
糧
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
遠
い
な
い
。
こ
れ
ま
で

掴
ん
で
き
た
全
て
の
「
縁
」
が
こ
う

し
て
今
、
花
開
い
た
の
だ
か
ら
。
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国
際
協
力
轟
業
団
の
「
青
年
招
へ
い
事
業
」
で
来
日
し
た
、
ア
フ
リ
カ
”
カ
国
以
名
の
女
性

教
員
が
、
7
月
－
呂
日
に
本
学
を
訪
れ
ま
し
た
。
一
行
は
ま
ず
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

本
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
全
員
が
教
員
で
あ
っ
た
た
め
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
等
に
大
層
関
心
が
強
く
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
「
情
報

文
化
」
の
講
義
に
参
加
し
、
原
□
教
員
の
通
訳
で
、
自
己
紹
介
を
し
て
か
ら
学
生
か
ら
の
質

問
を
受
け
ま
し
た
。
講
義
終
了
後
は
、
学
生
諸
君
と
共
に
学
生
食
堂
で
昼
食
を
と
り
ま
し

た
。
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
質
間
し
た
り
、
一
緒
に
塚
奥
を
と
っ
て
も
ら
っ
た
り
と
穫
極
的
に
交
流

す
る
学
生
諸
君
の
姿
が
目
に
つ
き
ま
し
た
．
昼
食
後
は
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
理
事
長
と

ケ
ー
キ
を
食
べ
な
が
ら
懇
談
し
ま
し
た
。
講
義
中
、
そ
し
て
彼
女
達
が
帰
る
際
に
は
、
情
報
文

化
学
科
3
年
の
奥
村
潤
一
郎
君
が
ア
フ
リ
カ
の
太
鼓
「
タ
ム
タ
ム
」
を
演
奏
し
、
彼
女
達
が
踊

る
風
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
こ
う
し
た
学
生
諾
君
が
よ
り
一
曙
国
際
交
流
に
参
加

で
き
る
機
会
を
数
多
く
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

タムタム演奏（左、左上〕

　　　　　情報文化学科3年奥村潤一郎
今までアフリカの方々の前でタムタムを叩く

機会がなくとても緊張しました。音が出るとい

う程度の自分のリズムに皆が踊りだしたとき

には感動しました。音楽には国境がないとつ
くづく感じましたo

湧
…
勇
源編集
後
妃
に
代
え
て

新
広
報
委
員
長
挨
拶

大
竹
康
夫

　
本
号
で
は
開
学
1
0
周
年
記
念
事
業
の
報
告
を
特
集
し

て
い
ま
す
。
私
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
記
念
す
ぺ
き
年
に
本
年

度
の
広
報
委
員
長
を
引
き
継
ぎ
ま
L
た
。
私
の
使
命
は

開
学
以
来
、
地
城
の
大
学
と
し
て
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
き
た
結
果
と
し
て
築
か
れ
た
基
盤
の
上
に
、
次
の
m
年

に
向
け
て
の
広
報
戦
略
の
第
一
歩
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
次
の
1
0
年
の
大
学
を
取
り
巻
く
教
育
と
経
営

環
境
に
は
か
な
り
厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
先
ず
教

育
面
で
は
、
①
初
等
中
讐
教
育
に
お
け
る
改
定
学
習
指

導
要
領
に
よ
る
入
学
生
の
学
力
に
対
応
す
る
こ
と
、
②
産

榮
構
造
変
化
と
競
争
力
強
化
の
た
め
の
人
材
・
要
件
と
大

学
教
育
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
こ
と
、
③
社
会
人
の

専
門
的
な
継
続
教
育
二
ー
ズ
を
取
り
込
む
こ
と
な
ど
、
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成
と
内
容
に
影
響
す
る
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　
他
方
、
経
背
面
で
は
、
①
1
畠
歳
人
口
の
絶
対
的
減
少
傾

向
の
継
続
、
②
国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
に
よ
る
競

争
環
境
の
激
化
、
③
大
学
認
証
評
価
の
制
度
化
に
よ
る
質

的
充
実
の
要
講
な
ど
、
大
学
経
営
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
る
要
因
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
教
育
と
経
営
上
の
諸
課
題
に
現
実
的
に
対

応
す
る
に
は
従
来
か
ら
の
伝
統
的
な
大
学
の
シ
ス
テ
ム
か

ら
の
発
想
だ
け
で
は
困
難
で
あ
り
、
教
職
員
の
意
識
改
軍

を
伴
う
組
織
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム
の
変
革
が
必
要
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
国
際
化
に
生
き
る
、
惰
報
化
を
活
か
す
」
と
い
う
開

学
の
基
本
埋
念
を
実
現
す
る
教
育
シ
ス
テ
ム
は
時
代
の
要

講
に
し
た
が
っ
て
変
革
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
誌
で

は
、
今
後
は
、
従
来
か
ら
の
情
報
提
供
に
加
え
て
、
前
に
述

ぺ
た
占
つ
な
大
学
が
直
面
す
る
課
題
に
対
し
て
本
学
が

ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
と
い
・
つ
テ
i

マ
に
つ
い
て
も
、
特
集
記
畿
な
ど
で
取
り
上
げ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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